
孟温度に用ふべき気積の平均分子勲略近式
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摘 野
田温故に於てiRに近い束tI分子水の理論式よりその他を潔め.この世班を川ひて平均

介千林の帆近責を常辞した.柿近式の形はeEと_ト17/ATとし(Arは温故EI).各fA東

砂こ放ての常赦ノl及D1._,下妃のillく好走した
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東低の分子軌の測定は古くよ))多 くの背者に上?て行はれ,ダ薮の甘駿か ..地示せられた
又一方 Ell)StCln(1907),Nt･川StR~Lult1err)zL】1.1(ユ91ユ),成riDcL)】C(1912)氏矧 こ上って展Btl

せられたPil蛾の比粗 絵は,J〕JCJTum氏 (1912)に絞って東低分子熱 こ耕現せられたが,1924

年 EtzcL･crl氏は低7且鹿上り高狙腔に亙る理由式建設の基礎を固めた 謝辞f#8.'たる和文と頼依

って多くの替着に上り侶すべき埋没式が相穏小で敬老せられ 我由に放ても唄師山'#尉 こ先生

は夙にこの方両の研究にJA細を升けられて火葬顛特赦計井の記甥を期せられたことは今更連ぶ

る士でもたく,我が火熊井は群れくその恕将に浴して7)る所である 然し現品分子熱式の取扱

は柵gi餌なるを免れず,他-Ju'火脚 のは硬1A鹿は多くはその比牧1d(を以て榊足し細るものにも
あれば珊易なる師近式も亦fgまLt̂ものである EAfE者は此放た御 ､ら発 jト･略近式を考案した

那,その後 Bcy)111g及 r)Jekopf糊氏の潜心lJに何棟の形の式を見出しtL till)桐氏の式紘

如何にして斗かれたか,その折管を耶瓜たるも横着不軌こして兼だ印ね梱す.EIpち弾着の式も

公毅を盛臆してた1'拙著Il小JC計井用lLとして載せ低 くrE止めた 然るに雌 桐山ユ:摩士が没

文S･JPせ られ3',¢者の讃Rとすされ且その者女中にIlt者の式とも引用せられたるを以て. こ

の鮒 に1抜式の琳 ミを並べて恥 JJ好日:苓-且は先見糾鼓の御教示を仰がんとするものである

Ⅰ.気鯉分子熱式

1) 哩格式

Lltlct(ell氏以後来世の定は分子軌 こ成て比甚7<'多姫の魂冷式が捷示せられた 今その形S･

op-:R･-L,,E(告)･-zp帝)･-･pE(普). (1,
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2)工率撮薬.(昭和 15叫)的粍工洩仰院 】113T
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pE(i)-樫 芸 (2,

にてRtふるとき,(1)式の右連邦 1項は分子ェネルギの温度に関係せざる部分 (虹地及周柑)

にして荊 '2恥 下はLm子の振動エネ)L-ギに関する稀分たること萄ふまでもTLい

放て分子の山地及rg付の自由齢 土LF千載ALGT子持合状態に上って鈍り.次の如しとせられて
わる
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3L碓勅題に上れば的 庇一つ掛こ緑 ,,戊は 1モル即ち 上伸の分子では ‡ALT-‡Rl,
のエわレギが典-らるiるを以て,自由度 '-に放ては昔Zrγ のエネルギとなる これ即ち
(1)iEt第 1判の爽ふる帆 こして 2EFr千束億にては 与zu,,3原子来場にては iJt･r或は 与
1U である

:矢に弁千の舶勅のエネルギはそのjE心封に関するIq子の出動に起困するを以て棚 -I.分千の

甥合には存在せす,'1脱1-T一分子ではILEr子の他LE(子に封する舶動のみ上せばFはl虻は 1(771l=り

である 3脱千分--F･の内例へば CO: は C をLIl火に0とそのG_右に屯粗さ.-.1令を有ナ との
掛合組にJa角方向には uE呈l山鹿を有し赤外スペクT.ルに於ける政教 Ay=tJ70cltl~1 ziれば

･･･.('EtF?,/'Ll=-1[-E(1･cALJ/A･1')=21'Er1.132△zJ/7')=27'Li'(960/ll,又･ll火の CIこ射する OLa千ゎ
非封終脱動は△tJ=LJ-190cl11~LICLでその自由度はtなれば '〟,PEeJT)=PE(.l拍o/1)而して
0Le子の封終如tbは lITLmFLnスペクトルよりAzJ=12SOcm~lを柑 ''F=PF;(OJrl=I'仇ItI30/rl
fLJ例-ば F:0の各脱子は △ 結合をなし無動の自由度は 1である

今各級 ご原子呆け及 CO,並にⅡ.0の分子蜘 鎗式中に於けるm-,n..,"I..0,,0=及 e暮の仙
TJ列紀すれば表 1及ホ 宅の如し
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表 2 CO｡及 Ⅱ空0 の分子熱特赦
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2) 平B式

束他分子鎖の測虫は古く上り noILJO.JL, 臥 rm川g,Pnrtl■lgt0".Sh川】1唱,LJIC',J)Jerrll】-t兆

他の甜氏ItiJ(つて行はIL

朗 cc:==芸 bBに ;:崇 Irr I (3,

の形式を以て甚だ多くの安鎗式が比示せられてゐる 何れも算段的岬 に逝くものなれば,理

由的恥恥土無けれどもかなり都安とよく一致する 今可たり識iA鹿追泡用せられ柑るものとし

て推持せらる1朗を紫ぐれば表 Sに示す如くである
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茨lこLe 1､JB及 R1..(l･iH爾氏,EI)EaStmnn氏及 K Kclleさ氏は箕珊I且に基き,Brlntll氏

はまに_ユ(eck.,氏の洩冷式より又 Sl托･1ccr及 JustlCeNl氏は (;川LLque氏-燕の気牡分光孝的赦

繊上り分子勲位を三共めて方墳式を導来せるものである

ⅠⅠ.平均分子熱式の建設

今 T,.1r2 T.,芯 に於ける或る東低の艮TE分子熱をCl.0. 0¶とし,1'lT_I,T,T8

等の油庇FLJIFASを抄かく経ればその附の平均分子熱Ic..a, tSは女の斡近二か こ上って如何粗
にも捕齢 こ輿へらIL4JJる

oTl≡(CzTご10.2,)/(Tr y))

否==(a.I,-Oゴ2'2)/(T.-ll,)
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平均分子勲式を℡用する場合は御且と或る高温庇とのrIJJlこ池JTJL糾ることが望ましい 即ち常

i且i･T,とすれば TIT,.T)T,. ′ TIT.等の渦度mIFNk姐用せらるi平均分子熱 を求めた

い それは女の如くにして_長められる

ら--a,-讐 ≡許

否■三石Lu'r TJ十融 Tr TJ
T,-Tl

♂.･a'rl-'1汁 等 1-I 'け叫 -'J

y(つて此ILi分イ働 C1,a: の他を理論式より_kめ上犯の手根を行って計井すれば夫人の

7且盛較軌 ⊂於ける】ll均分1-I-熱が柑られる 然し既述の如 く恐漁分子熱式は甚だ多く,その何れ

が故もBtに近きゃの判定は蹄者の能-Jlでは恭し難いが,rjJu8tt氏の海女 (首相IJ1)は従兼

の甜式に批判を典へ絵幻と加-たるものにしてその他亦Lrl価と柑たれr3'.丑には主として同式

を引用することtL*L. 之上り音悌 せる成正分子親切C.(eJ)ち C),0, 年)は表 4に示

す如くである

表 4 束也分子熱0.のut(CJII)
iA虻oK 288 500 1000 珊 卿 4cm 5aXI

tJI L196L1 4967 5151 5軸2 8,411 8851 6.707

0. 4988 L;458 6.300 6,758 0,862 6900 696e

TiT. 4967 8071 5808 0.647 0.757 6.839 6.877

210 1979 5̀け2 6073 A872 臥801 8875 6.tI13
00 4970 5.156 5hle 0.5跳) 0.783 ABS5 6899

0), B.OJb a558 m843 6.9:泊 Aか10 &9-15 6.850

LIOZ 1965 4999 56cc 8.306 006e a770 0,各lo

CO, 6.801 87BO l102S 12317 12830 127ElJ は818

H,0 6958 5978 7etX) JIAlSS l乱608 14458 14朗8

表 4のTdを用ひ式 (4)及 E5)i:り平均分子熱To･(eJ)ちe'.百I 等)を計井ナLLば表 8の低
を榊る

表 5 1ゝ均分子熱否.の仙 (p･11)
iI非戦41-h- 油 120dO

J[, 6348

0; 6,Col
N, 5.8eb

NO 8.010

00 5B78

Ol, C.TTS

TJC1 6.81J

COl ll050

HIO &9%

etB-3000 288-400) 288-5(料)

5683 58n5 m略6

6.431 0552 8127

6L37 (;℡ⅠO RB56

I61℡78 0.429 01631

ne04 0.370 8.473

山はJ 0.BCl も,870
5.恥は 81丘3 0軌
ll585 1∫.883 1ま067

9B18 10㈱ 1169LI
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と日=拘わる C'の地とil励 (戊はiL史上特産､△1 との恥 は■形上'=於て
C.=.L-u△T

にて凄さろlJ=近い 但しCl.のみがこの形式から若干外れる)･tLtてiA度蓋を 200'F蛸 に頼

って C･モ収め,上を上式に入れて食中自乗法にJ:り常救 l及 B を定むれば表 6の救伐を
tlLill

表 6 il牡牛だI分子蕪式 C'=.トB/△T

l'lL 0, }1. 5'O CO OJ, HGI CO, JIJ)
J L℡72 臥9W 6.73] 8.077 6JilO a.848 8,BO li11の1 1たわu

ll t7℡.Tt 1495 1748 1185 1812 8巴 1276 30L16 82EIJ)

△rは既述の如 く7月旋盤たJuj'Btの脳腔 rは J,=△7■+28SohIである

鈷

邪者は平均分子熱式として百.-.卜B/△Tなる形の一式を称た 4=式を用人LLば大別 の妹

戦iA虎の特近計井は切る仙名に帝人ことが 仙葬 る1 EZDも火脚 の成分物ffの生成勃々I,描
顎生成物の生硬為を l･,純然故糸を q とすれば糧食!■ p は

Q=∑I-∑J･-∑q
而してとの裁J:は脆 生成窯の各相好J=その分子鎖の胡合p:功たせ･られてia虎を△1'だけ上井
せLむるが故に

や=∑LO'XAr=∑ェL△p-∑JrLl
- △T=(∑/+∑･B-∑I,-∑g)I∑Z-1

との計井ri早に四郎のみにて読む
この考掛 土昭和 5年 1り月よりlIJ牛 D月に至る即日本手槻 木●竣功rz:上る大別 の細

管反乱こ及rfナ添加物の放典の研究に放ける特脚 のために行ったものである.故に議みて

rpl合のIF忠に感謝を捧げる 木m仕rp胎 へ服介せるもの i一徹 ⊂若干加顕し.姿佐野憩に籾技
を称せらtLたる恥山君への退嬰Fに代へたものに過ぎたい 捲 いて幣計の行ひしより-9!lC淡かIr

刻銘なる竹作を.企てられた隅LIJ繁に懲悪を賀する (昭1日18年 lL'月)

I)Tfgの帯掛1畑7F工兵ヰ兼 (常州)10B-112Zrに苅iJTl




